
表 紙

５月１日 現在 前月比

男 7,234人 (－29)

女 7,447人 (－32)

計 14,681人 (－61)

世帯数 5,291戸 (＋１)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… １人
死亡…… 15人
転入…… 27人
転出…… 74人
婚姻…… ３組

市の人口と世帯
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｢目標に向かってあきらめずに挑戦!｣
｢北京2022冬季オリンピック」に出場した尾崎光輔選手

から、尾花沢の子どもたちにメッセージをいただきました。
「スキーに限らず、目標に向かってあきらめずに挑戦して
ほしい。やらないで後悔するより、やって後悔した方が納
得できる。当たって砕けろの気持ちで、失敗を恐れず挑戦
し続けていってほしい」。自分もそういう気持ちがあった
からここまで来られた、と話す尾崎選手。先輩の背を追い
かけて成長したおばねっ子の中から、また世界で活躍する
尾花沢人が現れる日が来るかもしれません。
(4月20日｢尾崎光輔選手北京2022オリンピック報告会｣にて)
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４月24日に、３年ぶりとなる「令和
４年度春季消防大演習」が開催されま
した。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た「
春
季
消
防
大
演
習
」。

園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー

ド
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
内
各
地
よ
り
、
消
防
団
員
や

女
性
防
火
協
力
班
な
ど
合
わ
せ

て
537
人
が
参
加
し
、
消
防
署
訓

練
場
で
の
観
閲
や
、
中
町
・
上

町
商
店
街
で
の
一
斉
放
水
、
分

列
行
進
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。中

町
・
上
町
商
店
街
の
沿
道

に
は
、
消
防
団
員
の
家
族
や
近

所
の
方
々
が
集
ま
り
、
普
段
は

見
ら
れ
な
い
団
員
た
ち
の
キ
リ

リ
と
し
た
雄
姿
に
拍
手
を
送
り

な
が
ら
、
団
員
た
ち
の
訓
練
の

様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

【俳
句
の
部
（
応
募
数
３
千
68
作
品
】

粉
雪
が
パ
ン
ケ
ー
キ
に
も
ボ
ク
ら
に
も

小
橋

辰
矢
（
岡
山
県
)

雪
の
夜
の
赤
子
の
瞳
よ
く
動
く

佐
藤

み
ね
（
宮
城
県
)

先
生
の
大
き
な
背
中
雪
つ
ぶ
て

は
や
し
圭
（
福
岡
県
)

【恋
文
の
部
（
応
募
数
１
千
40
作
品
】

「
大
丈
夫
？
」
震
災
の
日
の
電
話
。
自
分

が
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
の
に
。
同
じ
雪
を

見
な
が
ら
君
は
ま
だ
生
き
て
い
た
。
雪

が
舞
う
と
君
の
声
が
す
る
。
や
さ
し
い

君
の
声
が
す
る
。

松
井

詔
子
（
大
阪
府
)

「
外
は
寒
い
ね
」
と
君
が
笑
う
。
漏
れ
た

息
が
ま
る
で
フ
キ
ダ
シ
の
よ
う
に
見
え

た
。
借
り
っ
ぱ
な
し
の
漫
画
を
思
い
出

す
。
君
が
か
っ
こ
い
い
と
言
っ
た
イ
ケ

メ
ン
は
ど
う
や
っ
て
気
持
ち
を
伝
え
て

い
た
だ
ろ
う
か
。

竹
内
ノ
イ
チ
（
兵
庫
県
）

馬
橇
ば
そ
り

に
て

雪
の
峠
を

越
え
て
来
し

あ
な
た
を
偲
ぶ

結
婚
記
念
日

藤
林

正
則
（
北
海
道
)

雪にまつわる恋のはなしや想い・エピソー
ドを五・七・五の俳句や恋文にしたためた「雪
のラブレター」。令和３年度も全国からたく
さんの作品が集まりました。
大賞・優秀賞に選ばれた作品を紹介します。

※敬称略

▲消防団員による一斉放水

▲女性防火協力班による分列行進

▲消防・救急車両の隊列に、沿道からたくさ
んの拍手が送られました。 ▲各地区から集まった消防団員による分列行進

▲「雪のラブレター」
入賞作品は市ホーム
ページにも掲載中。
講評も見られます。

大

賞

優
秀
賞

優
秀
賞

大

賞

優
秀
賞

優
秀
賞
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区長永年勤続による市感謝状贈呈
4月20日、長年にわたり区長として

地域行政に尽力された３名へ、市長よ
り感謝状が贈呈されました。
【５年以上表彰】
鈴木 徹 氏（上町２・６年）
三浦 勝美 氏（新町４・７年７カ月）
矢作 幸平 氏（芦沢２・５年）

〇
中
町

鈴
木

束

上
町
第
１

土
屋

雄
一

☆
上
町
第
２

齊
藤

壽
一

〇
若
葉
町

小
埜

政
美

上
町
第
３

間
宮

広
志

上
町
第
４

早
坂

覺

〇
上
町
第
５

柴
田

文
夫

◎
○
梺
町
第
１

鈴
木

勲

梺
町
第
２

笠
原

征
男

梺
町
第
３

菅
野

懋

横
町
第
１

鈴
木

征
司

横
町
第
２

田
中

幸
雄

〇
北
町

和
田

晥

新
町
第
１

大
﨑

儀
治

新
町
第
２

佐
々
木
俊
美

新
町
第
３

伊
藤

次
直

〇
新
町
東

佐
藤

好
政

☆
新
町
第
４

佐
藤

実

新
町
第
５

大
類

茂
雄

●
○
荒
楯

笹
原

光
政

二
藤
袋
第
１

大
山

榮
一

〇
二
藤
袋
第
２

細
矢

昭
雄

朧
気

齊
藤

強
志

横
内

加
藤

三
雄

○
五
十
沢

石
塚

清

田
沢

大
類

幸
喜

〇
牛
房
野

星
川

敬
雄

和
合

西
尾

正
廣

●
○
荻
袋
第
１

加
藤

静
雄

荻
袋
第
２

矢
作
清
次
郎

荻
袋
第
３

今
野
利
輝
雄

荻
袋
開
拓

平
山

芳
春

寺
内
第
１

筧

益
夫

寺
内
第
２

溝
越

久
雄

寺
内
第
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落
合

博
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西
原
第
１

東
海
林
勝
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西
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第
２

溝
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清
治

南
沢

阿
部

勤

野
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第
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本
間

明
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〇
野
黒
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第
２

大
内

秀
明

〇
芦
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第
１

大
類

正
法

☆
芦
沢
第
２

東
海
林

正

芦
沢
駅
前

沼
澤

和
一

〇
名
木
沢
第
１

佐
藤

茂
樹

名
木
沢
第
２

国
分

新
治

名
木
沢
第
３

山
寺

信
秋

上
の
原

庄
司

恒
一

大
海
平

庄
司

久
志

西
野
々

笹
原

政
信

毒
沢

阿
部
佐
登
美

安
久
戸

堀
江

金
藏

丹
生
第
１

早
坂
哲
太
郎

◎
○
丹
生
第
２

本
間
長
三
郎

丹
生
第
３

加
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晃
一

正
厳
第
１

井
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清
彦

〇
正
厳
第
２

髙
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守
悦

正
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第
３

井
上

和
夫

上
ノ
宿

押
切

喜
和

●
○
行
沢

石
山

洋
幸

中
島

吉
田

清
一

押
切

森
山

一

高
橋

押
切

定
美

中
刈

大
貫

喜
彦

矢
越

笹
原

正
光

○
関
谷

佐
藤

良
彦

○
市
野
々

山
口

忠
博

岩
谷
沢

渡
部

誠
一

〇
☆
北
郷

大
山

孝
雄

☆
坂
本

笹
原

和
彦

◎
○
鶴
巻
田

武
田

佳
久

母
袋

落
合

正
男

〇
☆
下
原
田

笹
原

博

☆
東
原

山
口

勝
男

☆
玉
野
原

加
賀

太

☆
上
原
田

髙
橋

重
光

●
〇
下
柳

生
田

健
一

〇
粟
生

遠
藤

順
一

寺
町

宮
嶋

健
一

☆
銀
山

笹
原
謙
一
郎
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◎
〇
古
殿

五
十
嵐
清
治

●
〇
九
日
町

松
本

純
一

袖
原

佐
々
木

登

三
日
町

三
宅

勝
美

荒
町

古
瀬

広
司

〇
畑
沢

菅
戸
不
二
男

細
野

五
十
嵐
淑
美

六
沢
第
１

梶
川

辰
雄

◎
〇
六
沢
第
２

押
切

政
昭

☆
鶴
子
第
１

清
野

昭
悦

☆
鶴
子
第
２

西
塚

信
雄

〇
鶴
子
第
３

伊
藤

精
春

☆
鶴
子
第
４

小
松

正
雄

(●
地
区
会
長

◎
地
区
副
会
長

〇
代
表
区
長

☆
新
区
長
）

※
敬
称
略
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尾
花
沢
地
区

▲令和４年度の新区長へ、市長より委嘱状が
交付されました。区長の皆さんには、地域
と市の元気づくりにご協力いただきます。

各分野で功績のあった方々がたたえられ、叙勲、表彰
状を授与されました。

本
間
隆
助
氏
が
教
育
功
労
に
よ
り
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
昭
和
31
年
４
月
か
ら
平
成
６
年
３
月
ま

で
の
38
年
間
、
県
内
の
公
立
小
、
中
学
校
に
勤

務
し
、
義
務
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

62
年
４
月
か
ら
教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
鶴
子
小

学
校
で
は
、
昭
和
63
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
都
市

農
村
交
流
事
業
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
村
山
地
区
部
活

動
強
化
推
進
事
業
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
特

に
ス
キ
ー
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
競
技
レ
ベ
ル
向

上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
尾
花
沢
中

学
校
を
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
た
後
、
平
成
６

年
12
月
か
ら
平
成
10
年
８
月
ま
で
、
尾
花
沢
市

教
育
長
と
し
て
本
市
の
教
育
課
題
解
決
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
教
育
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
豆
・
そ
ば
・
飼
料
用
米
の
生
産
者
で
、
収

穫
量
が
多
く
、
特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
・
生
産
組
織
を
表
彰
す
る
「
山
形

県
グ
ッ
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」。
令
和

３
年
度
の
「
そ
ば
の
部
・
個
人
」
で
髙
橋
良
一

氏
が
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
、
昨
年
に
続
き
２
年

連
続
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

氏
は
平
成
22
年
か
ら
そ
ば
作
り
を
始
め
、
現

在
は
耕
作
面
積
が
40
ha
ま
で
拡
大
。
花
や
野
菜

苗
な
ど
を
作
り
な
が
ら
、
一
人
で
そ
ば
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
よ
り
収
穫

量
を
増
や
す
た
め
に
は
何
が
良
い
か
、
日
々
考

え
な
が
ら
そ
ば
生
産
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
播

種
機
な
ど
の
大
型
機
械
を
導
入
し
た
り
、
市
内

各
地
に
あ
る
そ
ば
畑
で
、
そ
の
場
所
に
合
っ
た

土
壌
管
理
や
、
気
象
条
件
に
合
わ
せ
た
作
業
管

理
を
行
っ
た
り
し
て
、
前
年
よ
り
収
穫
量
が
増

え
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

国
や
県
な
ど
で
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
と
し
て
、
長
年
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【令
和
３
年
度
山
形
県
統
計
調
査
功
労
者
表
彰

知
事
表
彰
】

●
鈴
木

賢
氏
（
梺
町
３
）

【令
和
３
年
度
市
長
表
彰
】

●
長
田

正
一
氏
（
古
殿
・
30
年
）

●
佐
藤

与
亮
氏
（
牛
房
野
・
30
年
）

●
今
野
利
輝
雄
氏
（
荻
袋
３
・
30
年
）

●
水
澤

孝
秀
氏
（
正
厳
２
・
25
年
）

●
大
類

清
志
氏
（
田
沢
・
15
年
）

●
伊
藤
耕
一
郎
氏
（
梺
町
２
・
15
年
）

●
大
戸
久
美
雄
氏
（
畑
沢
・
10
年
）

【令
和
４
年
度
市
長
表
彰
】

●
矢
作

恵
子
氏
（
名
木
沢
１
・
25
年
）

※
市
長
表
彰
…
現
役
統
計
調
査
員
と
し
て
10
年

以
上
従
事
し
た
方
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
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▲４月28日、笹原良子村山教育事務所長（写
真左側）より伝達を受けた本間隆助氏（写真
中央）。「小学校時代に経験した戦争の記憶か
ら、平和を願う思いが自分の教育の根底に
ずっとあった。教育も時代と共に変わってき
たが、AI中心の世界がどう発展していくか、
長生きして確かめてみたい」と語る本間氏。
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統計調査員募集！
統計調査とは、国勢調査や農林
業センサス、経済センサスなど、
国や県の統計調査が実施される際、
対象世帯や事業所を訪問し、事前
調査や調査票の配布・回収等を行
う仕事です。調査員は調査ごとに
国や県の非常勤の公務員となり、
報酬が支払われます。
※私たちの生活に関わる大事な調
査に携わってみませんか？興味
のある方は下記までご連絡くだ
さい。
問尾花沢市統計調査員協議会
(市役所２階 総務課内）
☎(22)1113

▲４月27日、市役所を訪れ受賞の報
告を行った髙橋良一氏（写真右側）。
「健康に気を付けて頑張れるだけ
頑張る。若手農家にも頑張っても
らいたい」と意気込みを語りなが
ら、若者へのエールも送ってくれ
ました。

福
原
地
区

宮
沢
地
区

玉
野
地
区

常
盤
地
区



４月27日から３日間、山形県縦断駅伝競走
大会が行われました。大会2日目、尾花沢市
役所中継所には多くの市民が応援に駆け付け、
懸命に走る選手の姿が見えると、旗を振って
エールを送りました。北村山チームには、加
藤亮太選手と梅本柊生選手の２人の本市出身
選手が選出され、チームに貢献しました。

４/10

春の交通安全県民運動 街頭立哨
みんなで守ろう交通ルール4/6～15

今年度は新たに13人が消防団に入団。西塚
周作さんが代表して辞令書を受取り、その後
笹原達也さんが宣誓書を読み上げました。今
後は先輩団員と一緒に市民の生命と財産を守
るため、日々訓練しながら活動していきます。

４月６日から10日間、春の交通安全県民運
動が行われ、市の交通安全関連団体関係者が
市内各地の街頭に立ち、登校中の子どもたち
に声かけしました。歩行者も車や自転車の運
転者もみんなで交通ルールを守りましょう。

消防団入団式・辞令交付式
地域を守る決意新たに

４/14
福島県相馬市へ災害応援職員派遣
災害時は助け合いの心で

地元農産物を子どもたちに知ってもらうために
チャリティー芋煮の
売上金を市に寄贈４/27

３月16日に発生した福島県沖地震で住家な
どにも大きな被害を受けた福島県相馬市へ、
２度目の応援職員を派遣しました。４月14日
から３日間、市職員１名が、被災した家屋の
被害認定調査業務を行ってきました。

みちのく村山農業協同組合と㈱全農ライフ
サポート山形が、道の駅尾花沢で開催した
チャリティー芋煮の売上金89,480円を市内の
子どもたちの食育活動に役立ててもらおうと、
市に寄贈されました。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

３月12日午後３時頃、新町地内を車で走行
中の大山さんが、流されないようにと用水路
の水門に必死にしがみついている男性を発見。
騒ぎを聞きつけた近所の人たちと一緒に男性
が流されないように協力し、駆け付けた救助
隊に引き継ぎ、男性は一命をとりとめること
ができました。

４/24

第66回山形県縦断駅伝競走大会
力走！北村山チーム４/28

地域住民のとっさの判断と協力で水難救助
市から５人の方々へ感謝状贈呈

防災活動に取り組む山形市の市民団体が、
防災減災をまちづくりの一つとして教育分野
にも取り入れてもらいたいとの思いから、ク
リアファイルを作成しました。家族で決めた
避難先や被災した時に連絡をとる相手の電話
番号などを大人と対話しながら書き込み、防
災を学ぶことができるようになっています。

４/14

野黒沢にある山幸工房さんを講師に、ボー
ルペンの軸に草花を入れて透明樹脂で固める
「クリスタルペン」作りが行われました。参
加者はピンクやブルーのドライフラワーや金
銀の粉末などを透明な軸に詰め込み、光にか
ざして出来を確かめながら、個性あふれる世
界で一つだけのペン作りを楽しみました。

４/21

｢ヤマガタ防災・減災Action
アクション

！」が
市内小学5年生へ
｢減災クリアファイル｣贈呈

花笠高原荘でワークショップ
ステキ！草花を閉じ込めた
オリジナルペン▲４月14日、メンバー３人が教育委員会を訪れ、尾花沢市内の小学

５年生92人分のクリアファイルを教育長に手渡しました。

▲春季消防大演習の席で感謝状贈呈が行われました。写真右から大
山愛子氏、菅根市長、佐藤章氏、柴崎和氏。他に柴田純介氏、古
瀬隆利氏にも感謝状が贈られました。

▲４月27日に贈呈式が行われ、売上金を手渡すみちのく村山農業協
同組合三浦康彦代表理事組合長(写真右)と、㈱全農ライフサポー
ト山形落合規幸代表取締役社長（写真左）。
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ぼ
く
た
ち
６
年
１
組
32
人
は
、
い
つ
も
元

気
良
く
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

６
年
１
組
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
の
仲
が
良
く
、
様
々
な
活
動
の
際
に
助

け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
、
協
力

し
な
が
ら
１
年
生
を
迎
え
る
会
の
計
画
や
準

備
、
陸
上
競
技
の
練
習
に
一
生
け
ん
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
か
ら

進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
毎
日
の

声
が
け
も
意
識
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

残
り
１
年
間
の
学
校
生
活
と
な
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
下
学
年
か
ら
頼
り
に
さ
れ

る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
、
こ
の
尾

花
沢
小
学
校
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

( )尾花沢小学校
６年１組(32人)

「プルス・ウルトラ！」
を合言葉に常に前向きな
雰囲気がこのクラスの持
ち味です。
日々こつこつと成長を

重ねていきながら、思い
出たっぷりの小学校ラス
トイヤーにしましょう！

髙宮 潤 先生

｢最
高
の
１
年
に
」

尾花沢小学校６年

(新町５)
戸田 優羽さん

ゆう

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

は

み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
！
３
月
か
ら
尾
花
沢
市
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
徳
良
湖
に
あ
る
グ
ー
ス
カ
フ
ェ

の
運
営
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
中
里
な
か
ざ
と

裕
美

ゆ

み

で
す
。

｢前
職
は
桃
太
郎
の
サ
ル
で
す
！
｣…
と
い
う
の
も
ワ
タ
ク

シ
、
舞
台
役
者
で
も
あ
り
ま
し
て
、
今
年
２
月
に
、
岡
山
に

伝
わ
る
桃
太
郎
伝
説
を
も
と
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
サ
ル

役
を
演
じ
た
ば
か
り
な
の
で
す
。
山
形
に
も
サ
ル
が
た
く
さ

ん
い
る
と
の
こ
と
で
、
い
つ
会
え
る
か
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

さ
て
今
は
、
カ
モ
が
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ぶ
徳
良
湖
を
眺
め
な

が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
に
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
っ
て

ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
が
ち
問
題
を
解

決
す
る
べ
く
、
道
路
に
面
し
た
窓
に
大
き
く
「
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」

と
描
い
て
み
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
難
し
く
て
、
何
度
も

脚
立
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
冷
や
冷
や
描
い
た
苦
心

の
作
で
す
。

み
な
さ
ま
が
こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
頃
に
は
桜
は

と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
散
歩
が

て
ら
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

は
じ
め
ま
し
て
！

中里
なかざと

裕美
ゆ み

隊員

▲店内はゆったりとした雰囲気です。
窓には苦心して描いた｢CAFE｣の文字。

▲日替りマフィン。尾花沢産のブルーベ
リーを使ったものなど、こだわりのス
イーツを用意しています！
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■
登
山
開
催
日
／
５
月
29
日
(日
)

■
集
合
場
所
／
玉
野
地
区
公
民
館
（
旧

玉
野
中
学
校
）

■
受
付
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時

(バ
ス
出
発

午
前
９
時
）

■
合
同
安
全
祈
願
祭
／
午
前
10
時
〜

■
登
山
開
始
／
午
前
10
時
30
分

※
山
頂
で
昼
食
後
下
山
↓
午
後
１
時
30

分
玉
野
地
区
公
民
館
着
(予
定
）

■
持
ち
物
／
昼
食
、
雨
具
、
飲
料
水
等

■
参
加
料
／
無
料

※
公
民
館
か
ら
登
山
口
ま
で
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
５
月
20
日
(金
)

■
定
員
／
山
形
県
在
住
の
方
先
着
50
人

問
玉
野
地
区
公
民
館

☎
(28
)２
１
１
１

『尾
花
沢
市
史
』上
巻
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

■
期
日
・
内
容
／

（
第
１
回
）
６
月
16
日
(木
)

商
品
経
済
の
発
達
と
豪
商
の
活
動
①

（
第
２
回
）
７
月
14
日
(木
)

商
品
経
済
の
発
達
と
豪
商
の
活
動
②

（
第
３
回
）
８
月
18
日
(木
)

街
道
と
宿
駅

（
第
４
回
）
９
月
14
日
(水
)

幕
末
期
の
政
治
と
社
会

（
第
５
回
）
10
月
12
日
(水
)

近
世
尾
花
沢
の
文
化
と
宗
教

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所
／
悠
美
館

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ

ー
ル

■
講
師
／
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

会
長

梅
津

保
一
氏

■
募
集
定
員
／
先
着
25
人

■
申
込
締
切
／
６
月
10
日
(金
)

問
尾
花
沢
地
区
公
民
館

☎
(23
)２
０
１
６

尾
花
沢
市
歴
史
散
歩
の
会

〜
古
文
書
解
読
講
座
〜

所
に
勤
務
す
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
講
習
会
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
危
険
物
安
全
協

会

☎
(22
)１
１
３
１

北
村
山
吹
奏
楽
団

グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
２

■
日
時
・
場
所
／
①
６
月
25
日
(土
)②

｢お
く
の
ほ
そ
道
｣の
旅
か
ら
333

年
―
｢お
く
の
ほ
そ
道
｣を
現
地

で
読
む
講
座
―

■
日
時
／
６
月
17
日
(金
)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施
設

２
階
会
議
室

■
受
講
料
／
会
員
１
千
500
円
、
非
会
員

２
千
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
千
800
円
(税
込
）

■
申
込
先
／
尾
花
沢
市
消
防
本
部
窓
口

■
定
員
／
10
人

■
申
込
期
間
／
５
月
23
日
(月
)〜
６
月

３
日
(金
)

■
受
講
対
象
／
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町

在
住
、
ま
た
は
市
内
・
町
内
の
事
業

■
１
次
試
験
日
／
６
月
19
日
(日
)

※
試
験
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
警
察
署

☎
(24
)０
１
１
０

■
日
時
／
５
月
22
日
(日
)

午
後
２
時
開
演

■
会
場
／
村
山
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

■
演
奏
曲
／
今
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

曲
、
夜
桜
お
七
（
坂
本
冬
美
）、
き

よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
（
氷
川
き
よ

し
）、
ほ
か

■
入
場
料
／
500
円
(中
学
生
以
下
無
料
）

問
北
村
山
吹
奏
楽
団
(小
野
）

☎
０
９
０
(１
４
９
１
)１
６
９
６

や
ま
が
た
就
職
促
進
奨
学
金
返
還

支
援
事
業

応
募
者
募
集

将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
者
の
県
内

回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
る
学
生
が
、
卒
業
後

市
内
に
定
住
・
就
職
し
た
場
合
に
、
県

と
連
携
し
て
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し

ま
す
。

■
募
集
人
員
／
５
人
程
度
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
選
考
の
上
決
定
し
ま

す
。）

■
対
象
奨
学
金
／
日
本
学
生
支
援
機
構

第
一
種
・
第
二
種

■
募
集
期
間
／
５
月
27
日
(金
)〜
６
月

30
日
(木
)

■
支
援
額
／
２
万
６
千
円
×
令
和
４
年

４
月
以
降
に
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

る
月
数
（
最
大
124
万
８
千
円
）

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
指
導
室
【内
線
312
】

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

Ｓ－

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
お
ば
ね
体
力
測
定
会

参
加
者
募
集

｢自
分
を
知
る
！
｣自
分
の
体
力
を
知

っ
て
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
５
月
26
日
(木
)午
後
３
時
〜

午
後
８
時
（
実
測
定
時
間
30
分
〜
40

分
）

※
随
時
受
付
(当
日
参
加
可
能
）

■
会
場
／
尾
花
沢
市
体
育
館

■
内
容
／

〇
小
学
生
〜
64
歳
…
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び

〇
65
歳
以
上
…
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10

ｍ
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

■
参
加
料
／
無
料

■
そ
の
他
／
身
体
の
部
分
的
な
筋
肉
量

や
脂
肪
量
・
基
礎
代
謝
量
な
ど
が
測

定
で
き
る
体
組
成
分
分
析
器
（
Ｉ
ｎ

ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
）
の
測
定
も
で
き
ま
す
。

（
測
定
料
：
300
円
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
花
沢
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
(Ｓ－

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
お
ば
ね
)

☎
(24
)０
１
８
８

■
日
時
／
６
月
18
日
(土
)

午
後
７
時
開
演

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番

号
・
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

記
し
、
左
記
へ
郵
送
。

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
（
１
人
１
枚

ま
で
）。
当
選
者
に
つ
い
て
は
、
鑑

賞
券
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
５
月
30
日
(月
)必
着

問
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

係
【内
線
326
】

新
緑
の
二
ツ
森
へ
登
ろ
う
！

尾
花
沢
の
美
し
い
自
然
を
一
望
で
き
ま
す

お
ば
け
ん
２
０
２
２
歴
史
講
座
Ⅰ

『尾
花
沢
市
史
を
読
む
』受
講
者
募
集

７
月
23
日
(土
）
③
８
月
20
日
(土
）

④
９
月
24
日
(土
）
⑤
10
月
22
日

(土
）
⑥
11
月
26
日
(土
）
⑦
12
月
17

日
(土
）
⑧
１
月
28
日
(土
）
⑨
２
月

25
日
(土
)⑩
３
月
25
日
(土
)

①
…
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
・
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館

②
〜
⑨
…
午
後
１
時
30
分
に
芭
蕉
、
清

風
歴
史
資
料
館
へ
集
合
し
、
現
地

へ
移
動
。

⑩
…
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
・
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館
、

軽
食
会
場
(未
定
)会
費
２
千
円

■
講
師
／
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

会
長

梅
津

保
一
氏

■
参
加
費
／
１
回
500
円
（
資
料
代
）、

入
館
料
は
個
人
負
担
。

■
申
込
方
法
／
FAX
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
左

記
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
６
月
11
日
(土
)

■
定
員
／
15
人

問
梅
津
保
一

☎
０
９
０
(２
２
７
４
)８
３
０
２

FAX
(23
)２
６
５
３

〒
９
９
９－

４
２
３
２

尾
花
沢
市
梺
町
３－

５－

１

江
戸
時
代
の
人
々
の
生
活
を
古
文
書

で
読
み
解
き
な
が
ら
探
り
ま
す
。

■
講
師
／
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

会
長

梅
津

保
一
氏

■
日
時
／
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
30
分

※
６
月
25
日
(土
)開
講

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト
研
修
室

■
年
会
費
／
４
千
円
(資
料
代
）

◆
後
援
／
尾
花
沢
市

問
歴
史
散
歩
の
会
(石
川
）

☎
０
９
０
(２
２
７
１
)１
０
１
５

山
形
県
警
察
官
募
集

尾
花
沢
警
察
署
お
よ
び
駐
在
所
で
、

受
験
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

【Ａ
区
分
(大
卒
程
度
)】

■
申
込
受
付
期
限
／
６
月
13
日
(月
)

■
１
次
試
験
日
／
７
月
10
日
(日
)

【Ｂ
区
分
(高
卒
程
度
)】

■
申
込
受
付
期
間
／
７
月
15
日
(金
)〜

８
月
29
日
(月
)

■
１
次
試
験
日
／
９
月
18
日
(日
)

※
Ａ
区
分
、
Ｂ
区
分
共
に
、
昭
和
62
年

４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

【警
察
行
政
(大
学
卒
業
程
度
）】

〇
昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
…
学
歴
不
問

(大
学
卒
業
で
な
く
と
も
可
）

〇
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
…
大
学
(短
期
大
学
を
除
く
)を
卒

業
し
た
、
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

■
申
込
受
付
期
限
／
５
月
25
日
(水
)

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】

■
開
館
日
／
５
月
21
日
、
５
月
28
日
、

６
月
４
日
、
６
月
11
日
、
６
月
18
日
、

６
月
25
日

■
内
容
・
時
間
／
映
画
(午
前
10
時
〜
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
(午
前
10
時
40
分
〜
)

■
入
場
料
／
無
料
(予
約
優
先
）

※
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

左
記
ま
で
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(53
)０
６
９
５


